
 

 

○香川大学大学院創発科学研究科長期履修学生取扱細則 

令和４年４月１日 

改正 令和６年４月１日 

改正 令和７年４月１日 

（趣旨） 

第１条 この細則は、香川大学大学院学則（以下「学則」という。）第34条及び香川大学

大学院創発科学研究科規程第６条の規定に基づき、香川大学大学院創発科学研究科（以

下「本研究科」という。）における学生が職業を有している等の事情により、学則第17

条に規定する標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し、修

了する学生（以下「長期履修学生」という。）の取扱いに関し、必要な事項を定める。 

（長期履修学生の申請有資格者） 

第２条 長期履修学生になることを申請できる者は、次の各号のいずれかに該当する者と

する。 

(1) 官公庁、企業等に在職している者（給与の支給を受け、職務を免除されている者を

除く。）又は、自ら事業を行っている者等フルタイムの職業に就いている者（有職者

であることにより社会人特別選抜に出願し、合格した者で、入学後も職業を有してい

る者を含む。） 

(2) 家事、育児、親族の介護等、前号に準ずる負担により、修学に重大な影響があると

本研究科において認めた者 

(3) その他やむを得ない事由により、修学に重大な影響があると本研究科において認め

た者 

（教育課程） 

第３条 長期履修学生に係る教育課程は、本研究科が定めた教育課程を弾力的に運用する

ものとする。 

（長期履修の期間等） 

第４条 長期履修の期間は、博士前期課程（以下、「前期課程」という。）にあっては４

年、博士後期課程（以下、「後期課程」という。）にあっては６年を限度として、１年

を単位として認めるものとし、長期履修学生として、標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修することを認められた期間（以下「長期履修期間」と

いう。）とする。 

２ 長期履修学生の１年間に履修登録できる授業の単位数は、前期課程にあっては、20単



 

 

位を限度とする。 

（申請手続等） 

第５条 本研究科の入学者選抜試験合格者（以下「合格者」という。）で長期履修学生を

希望する者は、あらかじめ、指導教員の承認を得た上で、指定する期日までに申し出な

ければならない。 

２ 本研究科に在学する者（最終年次に在学する者を除く。）で長期履修学生を希望する

者は、あらかじめ、指導教員の承認を得た上で、次の期日までに申し出なければならな

い。 

(1) 前期課程の４月入学者にあっては１年次の２月末日 

(2) 後期課程の４月入学者にあっては１年次又は２年次の２月末日、10月入学者にあっ

ては１年次又は２年次の８月末日 

３ 前２項の申出は、次の各号に定める書類を研究科長に提出するものとする。 

(1) 長期履修学生申請書（別紙様式１―１、又は１―２） 

(2) 長期履修学生履修期間（申請・短縮・延長）理由書（別紙様式２） 

(3) 長期履修計画書（別紙様式３） 

(4) 長期履修が必要であることを証明するもの（在職証明書（別紙様式５又は別紙様式

６）等） 

（長期履修期間の短縮又は延長） 

第６条 長期履修学生で特別な事情があると認めるときは、長期履修期間の短縮又は延長

を研究科長の議を経て１回に限り認めることがある。 

２ 前項の規定により長期履修期間の短縮又は延長を認める場合の期間については、第４

条の規定を準用する。この場合において、長期履修期間の短縮を認めることができる期

間は、標準修業年限に１年を加えた期間までとする。 

３ 第１項の規定により長期履修期間のうち、残存期間の１年短縮を希望する者は、あら

かじめ、指導教員の承認を得た上で、長期履修期間の終了する日の２年前の学年におけ

る２月末日、10月入学者にあっては８月末日（後期課程においては、長期履修期間のう

ち、残存期間の２年短縮を希望する者は、３年前の学年における４月入学者にあっては

２月末日、10月入学者にあっては８月末日）までに、「長期履修学生履修期間変更願」

（別紙様式４）に「長期履修学生履修期間（短縮）理由書」（別紙様式２）、新たな履

修計画を記載した「長期履修計画書」（別紙様式３）、長期履修期間の短縮が必要であ

ることを証明する書類等を添えて、研究科長に申し出なければならない。 



 

 

４ 第１項の規定により長期履修期間のうち、残存期間の延長を希望する者は、あらかじ

め、指導教員の承認を得た上で長期履修期間の終了する日の１年前の学年における４月

入学者にあっては２月末日、10月入学者にあっては８月末日までに、長期履修学生履修

期間変更願（別紙様式４）に長期履修学生履修期間（延長）理由書（別紙様式２）、長

期履修期間の延長が必要であることを証明する書類等を添えて研究科長に申し出なけれ

ばならない。 

（長期履修学生の決定） 

第７条 研究科長は、前２条の申出があったときは、教授会の審査の上、長期履修学生と

して認めるか否かを決定する。 

附 則 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行前に研究科の開設準備行為として行った令和４年度の入学者選考、入

学手続き等については、この規程に基づき行ったものとみなす。 

 

附 則（令和６年４月１日） 

１ この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行前に後期課程の開設準備行為として行った令和６年度の入学者選考、

入学手続き等については、この規程に基づき行ったものとみなす。 

 

附 則（令和７年４月１日） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 
  



 

 

 

（別紙様式１－１） 

長期履修学生申請書 

令和   年   月   日 

香川大学大学院創発科学研究科長 殿 

 

氏 名（ふりがな） 

 生年月日               

受験番号 

香川大学大学院創発科学研究科（ 博士前期課程・博士後期課程 入学手続予定 ） 

保証人氏名 （署名）          

 

長期履修学生として許可していただきたく、必要書類を添えて下記のとおり申請します。 

 

記 

入学年月 令和  年  月  入学 

長期履修計画による 

修了予定年月 
令和  年  月  修了予定 

長期履修計画による 

修学予定年数 
         年 

現住所 
〒 

TEL（   －       ） 

在学中の勤務先（職種）  

在学中の勤務先所在地 
〒 

TEL（   －       ） 

主指導予定教員氏名※                  （自署又は記名押印） 

※主指導予定教員氏名は、当該教員に署名してもらうこと。 

 

添付書類 

１．長期履修学生履修期間（申請・短縮・延長）理由書（別紙様式２） 

２．長期履修計画書（別紙様式３） 

３．長期履修が必要であることを証明するもの（在職証明書〈別紙様式５〉等） 

 

合格者申請用 



 

 

 

（別紙様式１－２） 

長期履修学生申請書 

令和   年   月   日 

香川大学大学院創発科学研究科長 殿 

 

氏  名（ふりがな） 

 生年月日               

学籍番号 

香川大学大学院創発科学研究科創発科学専攻 

（  博士前期課程 ・ 博士後期課程 ） 

保証人氏名（署名）           

 

長期履修学生として許可していただきたく、必要書類を添えて下記のとおり申請します。 

 

記 

入学年月 令和  年  月  入学 

長期履修計画による 

修了予定年月 
令和  年  月  修了予定 

長期履修計画による 

修学予定年数 
         年 

現住所 
〒 

TEL（   －       ） 

在学中の勤務先（職種）  

在学中の勤務先所在地 
〒 

TEL（   －       ） 

主指導教員氏名※                  （自署又は記名押印） 

※主指導予定教員氏名は、当該教員に署名してもらうこと。 

 

添付書類 

１．長期履修学生履修期間（申請・短縮・延長）理由書（別紙様式２） 

２．長期履修計画書（別紙様式３） 

３．長期履修が必要であることを証明するもの（在職証明書〈別紙様式５〉等） 

在学者申請用 



 

 

 

（別紙様式２） 

長期履修学生履修期間（申請・短縮・延長）理由書 

 

課    程 
（ 博士前期課程 ・ 博士後期課程 ） 

※いずれかを〇で囲んでください 

専    攻 創発科学研究科創発科学専攻 

受験番号（合格者申請） 

又は 

学籍番号（在学者申請） 

 

氏 名（ふりがな）  

申請理由を具体的に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（別紙様式３）  

長期履修計画書 

課         程 
（ 博士前期課程 ・ 博士後期課程 ） 

※いずれかを〇で囲んでください。 

専         攻 創発科学研究科創発科学専攻 

受験番号（合格者申請） 

又は 

学籍番号（在学者申請） 

 

氏 名（ふりがな）  

履修・研究計画等 

（博士前期課程にあっては、履修計画及び本研究科において取り組みたい研究課題を、博

士後期課程にあっては、本研究科において取り組みたい研究課題について、これまで学習

してきたことを含めて記載してください。なお、履修計画及び取り組みたい研究課題につ

いては、申請する在学期間それぞれの年度別に記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

（別紙様式４） 

長期履修学生履修期間変更（短縮・延長）願 

 

令和  年  月  日 

 

香川大学大学院創発科学研究科長 殿 

氏   名（ふりがな） 

生年月日               

学籍番号 

香川大学大学院創発科学研究科創発科学専攻 

（ 博士前期課程 ・ 博士後期課程 ） 

保証人氏名（署名）          

 

長期履修期間の（ 短縮 ・ 延長 ）を、必要書類を添えて下記のとおり申請します。 

 

記 

許可されている 

長期履修期間 

令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

   ［   年間］ 

変更後の 

長期履修計画期間 

令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

   ［   年間］ 

主指導教員氏名                 （自署又は記名押印） 

 

 

添付書類 

１．長期履修学生履修期間（申請・短縮・延長）理由書（別紙様式２） 

２．長期履修計画書（別紙様式３） 

３．長期履修（短縮・延長）が必要であることを証明するもの（在職証明書〈別紙様式６〉

等） 

 

 

 

 

 



 

 

 

（別紙様式５）  

 

在職証明書 

令和  年  月  日  

 

香川大学大学院創発科学研究科長 殿  

 

住  所  

 

企業名等  

 

証明者                    印 

 (職名・氏名)  

 

下記の者の在職経歴について証明します。 

 

創発科学研究科創発科学専攻（入学手続予定） 氏  名            

 

異 動 年 月 在 職 経 歴（所属等） 

自：     年  月 

至：     年  月 
 

自：     年  月 

至：     年  月 
 

自：     年  月 

至：     年  月 
 

自：     年  月 

至：     年  月 
 

 

注：在職証明書の記入者は、勤務先の所属長又は本人を熟知し職場において指導的立場にあ

る者とします 

 

合格者申請用 



 

 

 

 

（別紙様式６） 

在職証明書 

令和  年  月  日 

 

香川大学大学院創発科学研究科長 殿 

 

住   所 

 

企業名等 

 

証 明 者 

(職名・氏名)                印 

 

下記の者の在職経歴について証明します。 

 

創発科学研究科創発科学専攻  氏 名 

 

異動年月 在職経歴（所属等） 

自：     年  月 

至：     年  月 
 

自：     年  月 

至：     年  月 
 

自：     年  月 

至：     年  月 
 

自：     年  月 

至：     年  月 
 

注：在職証明書の記入者は、勤務先の所属長又は本人を熟知し職場において指導的立場にあ

る者とします。 

在学者申請用 


